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後期高齢者医療制度にご加入の皆さんへ
～保険料（軽減特例措置）の見直しについて～

問合せ　下記参照

問合せ　商工振興課 商工労政係（☎ 0739-26-9970）

小規模事業者持続化補助金制度をご活用ください

田辺市まちなか移住推進空き家活用事業補助金の募集を開始し
ます

問合せ　下記参照
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
被

保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担
す
る
均

等
割
額
（
4
万
５
８
１
２
円
）
と
、

所
得
に
応
じ
て
決
ま
る
所
得
割
額

（
所
得
割
率
８
．８
０
％
）
の
合
計
額

と
な
り
、個
人
単
位
で
計
算
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
（
平
成
31
年
４
月
〜

令
和
2
年
3
月
）
の
保
険
料
額
の
通

知
は
、
7
月
中
頃
に
郵
送
し
ま
す
。

※
賦
課
年
度
が
平
成
31
年
度
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
法
律
上
の
効
果
は
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

※
右
記
の
保
険
料
率
は
、
平
成
30
・

31
年
度
の
料
率
で
、
2
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
ま
す
。

■
均
等
割
軽
減
特
例
の
見
直
し

　

均
等
割
は
、
世
帯
の
所
得
状
況
に

応
じ
て
一
定
の
軽
減
措
置
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

均
等
割
額
の
軽
減
は
、
制
度
創
設

時
の
暫
定
的
な
特
例
措
置
と
し
て
、

本
来
の
制
度
で
7
割
と
し
て
い
る
軽

減
割
合
に
上
乗
せ
を
し
て
9
割
と

８
．５
割
の
軽
減
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
世
代
間
の
負
担
の

公
平
を
図
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
安

定
し
た
制
度
と
す
る
た
め
、
段
階
的

に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
見
直
し
は
、
可
能
な
限
り
、

所
得
の
低
い
方
へ
の
負
担
増
が
生
じ

な
い
よ
う
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付

　

空
き
家
を
移
住
推
進
に
活
用

し
、
市
内
へ
の
定
住
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
振
興
を

図
る
た
め
、
県
外
か
ら
本
市
に

移
住
す
る
方
の
居
住
に
使
用
す

る
空
き
家
を
改
修
す
る
方
に
対

し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
地
域

旧
田
辺
市
（
秋
津
川
・
上
野
・

長
野
・
伏
菟
野
を
除
く
。）

■
対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

（
た
だ
し
空
き
家
に
居
住
す
る

方
が
空
き
家
の
所
有
者
の
親
族

で
あ
る
場
合
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。）

◇
対
象
地
域
に
空
き
家
を
所
有

す
る
方
で
あ
り
、
市
の
支
援
を

受
け
て
、
当
該
空
き
家
を
県
外

か
ら
移
住
す
る
方
の
居
住
用
に

活
用
す
る
場
合

◇
県
外
に
住
所
を
有
す
る
方
で

あ
り
、
市
の
支
援
を
受
け
て
対
象

地
域
に
移
住
し
よ
う
と
す
る
方

■
対
象
事
業

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

業
（
施
工
業
者
は
市
内
事
業
者

に
限
り
ま
す
。）

◇
対
象
地
域
に
所
有
す
る
空
き

家
を
改
修
し
て
、
県
外
移
住
予

定
者
を
居
住
さ
せ
る
事
業

◇
対
象
地
域
に
移
住
す
る
た
め

金
の
支
給
や
介
護
保
険
料
の
軽
減
強

化
の
開
始
に
合
わ
せ
て
、
平
成
31
年

度
か
ら
行
い
ま
す
。

※
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
は
支

給
要
件
が
あ
り
、
給
付
さ
れ
る
金
額

は
、
所
得
額
や
年
金
の
保
険
料
納
付

済
期
間
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
下
記
の
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
平
成
31
年
度
の
軽
減
割
合

　

世
帯
の
被
保
険
者
及
び
世
帯
主
の

総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
が
33
万
円

以
下
で
あ
っ
て
、
か
つ
被
保
険
者
全

員
が
年
金
収
入
80
万
円
以
下
で
各
種

所
得
が
な
い
方
へ
の
軽
減
割
合
が
、

9
割
か
ら
8
割
に
変
わ
り
ま
す
。

　

８
．５
割
軽
減
に
つ
い
て
は
、
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
対
象

と
な
ら
な
い
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
激

変
緩
和
の
観
点
か
ら
、
1
年
間
に
限

り
特
例
が
維
持
さ
れ
ま
す
。

　

5
割
・
2
割
軽
減
に
つ
い
て
は
、

所
得
判
定
基
準
額
が
改
正
さ
れ
、
軽

減
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

■
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
方
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
前
日
に
、
被
用
者
保
険
（
社
会
保

険
や
共
済
組
合
な
ど
）
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方
は
、
所
得
割
額
は
賦
課

さ
れ
ず
、
均
等
割
額
が
5
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　

元
被
扶
養
者
の
均
等
割
軽
減
は
、

特
例
措
置
と
し
て
期
限
の
定
め
を
設

け
ず
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
制

度
本
来
の
軽
減
措
置
に
見
直
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
資
格
を
取
得
し
た
後
2
年
間
に
限

り
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
が
低
く
均
等
割
軽
減
の
8
割

（
平
成
30
年
度
は
9
割
）、
８
．５
割

軽
減
の
対
象
と
な
る
元
被
扶
養
者
の

方
は
、
均
等
割
の
軽
減
措
置
（
保
険

料
が
安
い
方
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
保
険
料
を
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
で
納
め
て
い
る
方
へ

　

特
例
措
置
の
見
直
し
等
で
年
間
保

険
料
額
が
前
年
と
異
な
る
場
合
、
10

月
の
年
金
か
ら
天
引
き
額
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

　

◇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ

い
て

保
険
課 

保
険
税
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
５

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
７
３
（
４
２
８
）
６
６
８
８

◇
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

に
居
住
す
る
空
き
家
を
借
り
受

け
、
又
は
購
入
し
、
当
該
空
き

家
を
改
修
し
て
移
住
す
る
事
業

■
補
助
金
額

　

空
き
家
の
改
修
に
要
す
る
金

額
の
3
分
の
2
。
た
だ
し
、
上

限
は
80
万
円
で
す
。

■
申
請
期
間

　

7
月
10
日
㊌
ま
で
に
、
所
定

の
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
左
記
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
左
記
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

　

補
助
金
を
活
用
し
た
物
件

は
、
事
業
完
了
の
翌
年
度
か
ら

起
算
し
て
10
年
間
当
該
補
助
事

業
の
目
的
に
従
っ
て
、
改
修
し

た
空
き
家
に
居
住
し
、
又
は
県

外
か
ら
移
住
す
る
方
の
居
住
用

と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

た
な
べ
営
業
室 

移
住
定
住
推

進
係
（
本
庁
舎
3
階
）

☎
０
７
３
９
（
３
３
）
７
７
１
４

　

http://w
w
w
.city.tanabe.

lg.jp/tanabeeigyo

■年金収入 80 万円以下の方の保険料（例）

平成 30年度

▲

平成 31年度

均等割
9 割 軽減
（年間保険料額 4,500 円）

均等割
8 割 軽減
（年間保険料額 9,100 円）

保険料の納付額（２割）保険料の納付額（１割）

　

小
規
模
事
業
者
が
、商
工
会
・

商
工
会
議
所
の
支
援
を
受
け
て

作
成
し
た
経
営
計
画
に
沿
っ
て

取
り
組
む
、
販
路
開
拓
等
の
経

費
に
補
助
を
行
う
国
の
制
度

「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
」
の
申
請
受
付
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。
商
工
会
議
所
は
６

月
12
日
㊌
が
締
切
り
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
商
工
会
は
6
月

28
日
㊎
が
一
次
締
切
り
、
7
月

31
日
㊌
が
二
次
締
切
り
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
販
路
開
拓
等

に
向
け
た
取
組
に
か
か
る
経
費

で
あ
れ
ば
、
幅
広
い
業
種
、
用

途
で
活
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
か
ら
市
も
、

販
売
促
進
等
に
取
り
組
も
う
と

す
る
小
規
模
事
業
者
を
支
援
す

る
た
め
「
田
辺
市
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
制
度
」
を
設

け
て
い
ま
す
。国
の
制
度
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
不
採
択
と
な
っ
た
市

内
の
事
業
者
で
、
改
め
て
市
に

申
請
を
行
っ
た
事
業
者
を
対
象

に
、
審
査
に
よ
り
対
象
者
を
決

定
し
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
支

援
し
ま
す
。
国
の
制
度
で
、
不

採
択
と
な
っ
た
事
業
者
に
は
、

そ
の
後
、
商
工
会
・
商
工
会
議

所
を
通
じ
て
市
か
ら
、
手
続
の

ご
案
内
を
行
う
予
定
で
す
。

■補助対象者

常時使用する従業員の数

商業・サービス業（宿泊業・娯楽業除く。） 5 名以下

サービス業のうち宿泊業・娯楽業
20 名以下

製造業その他

■補助率・補助額等

国の制度 市の制度

補助対
象経費

機械装置等費、広報費、展示会等出展費、旅費、
開発費、資料購入費、雑役務費、借料、専門家謝金、
専門家旅費、車両購入費（買い物弱者対策事業の
場合に限る。）、設備処分費（補助対象経費総額の 2
分の 1が上限）、委託費、外注費

補助率・
補助額

◇補助対象経費の 3分の 2以内
◇補助上限額 50 万円
※以下の場合、補助上限額 100
万円に引き上げ
①市区町村による創業支援事業
の支援を受けた事業者
②市区町村の推薦を受けて当該
市区町村の地域再生計画等に沿
う買い物弱者支援等の事業を行
う事業者

◇補助対象経費
の 2分の 1以内
◇補助上限額 
37.5 万円
※以下の場合、
補助上限額 75 万
円に引き上げ
左記①②に同じ
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ふるさと田辺へのご支援ありがとうございました

問合せ　たなべ営業室 価値創造係（☎ 0739-33-7714）
　

平
成
20
年
４
月
30
日
の
地
方
税
制

改
正
で
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
導
入

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
市
で
は
、

平
成
20
年
5
月
、「
ふ
る
さ
と
田
辺

応
援
寄
附
金
」
を
創
設
し
、
ふ
る
さ

と
で
あ
る
市
の
発
展
の
た
め
に
応
援

し
た
い
な
ど
、
皆
さ
ん
の
思
い
を
寄

附
金
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
返
礼
品
の
送
付

を
開
始
し
て
お
り
、
梅
干
し
を
は
じ

め
と
す
る
市
内
の
産
品
、
市
内
の
宿

泊
と
熊
野
古
道
歩
き
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
旅
プ
ラ
ン
、
ふ
る
さ
と
の
情

報
を
伝
え
る
地
元
新
聞
社
が
発
行
す

る
「
紀
伊
民
報
」
の
購
読
な
ど
を
寄

附
い
た
だ
い
た
方
に
お
贈
り
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
返
礼
品
合
計

１
０
７
点
を
用
意
し
、
寄
附
受
入

件
数
と
金
額
は
、
４
６
９
２
件
、

７
０
８
０
万
４
５
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

頂
い
た
寄
附
金
は
10
〜
11
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
市
内
高
校
生
が
開
発

し
た
商
品
な
ど
を
加
え
、
返
礼
品

１
４
５
点
を
用
意
し
、
寄
附
の
受
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
市
に
対
す
る
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■寄附金の具体的な活用効果【平成 30 年度】
事業名 金額 件数 活用先

①蟻の熊野詣
～世界遺産（熊野古道）
関連事業～

24,850,000 円 1,735 件

世界遺産熊野本宮館の管理に要する経費

世界遺産熊野本宮館イベントの開催

観光地域づくり支援事業（熊野トラベル関係）

熊野本宮大社創建二千五十年奉祝記念事業費補助

鬪雞神社創建千六百年記念事業費補助

熊野古道の森保全事業（くまもり募金事業）　他

②地球にやさしいふるさ
と～環境保全事業～ 9,830,000 円 558 件

環境学習啓発に要する経費

生ごみ処理機購入費補助

資源集団回収事業実施団体奨励補助　　　　　　P.11 写真

花とみどりいっぱい運動助成事業に要する経費

市有林植栽イベント（天空三部広葉樹林間植栽）委託

よみがえりの森づくり事業費補助　他

③あがらのまち
～ふるさとづくり事業～ 7,118,500 円 443 件

田辺笠鉾協賛会補助

あまいみかんづくり支援事業費補助　　　　　　P.11 写真

紀州田辺うめ振興協議会補助

関西実業団対抗駅伝競走大会補助

住民バス運行に要する経費　　　　　　　　　　P.11 写真

鮎釣り大会補助

田辺観光協会補助

龍神観光協会補助

中辺路町観光協会補助

大塔観光協会補助

熊野本宮観光協会補助　他

事業名 金額 件数 活用先

④元気かい！ふるさとの
父、母、友よ
～安心して心豊かに暮ら
せるまちづくり事業～

6,649,000 円 417 件

予防接種に要する経費

防災行政無線に要する経費　　　　　　　　　　下記写真

防災教育推進支援業務委託　　　　　　　　　　

⑤南方熊楠翁顕彰事業・
植芝盛平翁顕彰事業 1,742,000 円 110 件

南方熊楠顕彰館常設展示の一新　　　　　　　　下記写真

植芝盛平翁顕彰会補助

⑥指定なし（①～⑤のい
ずれかの事業に活用） 20,615,000 円 1,429 件

シティプロモーション事業

弁慶まつり補助　　　　　　　　　　　　　　　下記写真

田辺・弁慶映画祭事業費補助

情報教育（パソコン等）

紀州田辺ブランド推進事業費補助

図書購入

新庄公園整備管理費等　他

合計 70,804,500 円 4,692 件

弁慶まつり

資源集団回収事業実施団体奨励 あまいみかんづくり支援事業
【マルチ被覆資材敷設補助】

住民バス運行

南方熊楠顕彰館常設展示

防災行政無線


